
（団体名）一般社団法人プレーワーカーズ
（事業名）子ども支援団体・機関の絆力を強化し、“ONE TEAM”で県全域の子どもを元気にする取組

インプット アウトプット活動 アウトカム

別記様式第２号別紙

初期 中期 長期

※事業の成果に必要な要素を図示化してください。
※見やすいようにデザインを工夫してください。
※注釈や記載例,不要な図形は削除してください。

拠点スタッフ2名
事務局0.5名

１、避難してきた子ども
と親子の心のケアを目
的とした拠点運営

気仙沼拠点
72日、2000～3000人
名取拠点
180日、4000～5000人

県北、県南での活動
をモデルとして、まだ
活動が始まっていな
い地域でも、子ども
支援の動きが始まる。

子どもと共にその家
族の心のケアも行き
届き、不登校、いじめ、
虐待、自死等子どもを
取り巻く諸問題が解
決されていく。

各地区の団体同士が
ノウハウ交換だけで
なく、支え合い、学び
あうなど、新たなネッ
トワークを築き始める。
それは、復興財源の
コスト削減にもなる。

心のケアを必要とす
る緊急度の高い子ど
もたちと出会うことが
できる。

団体同士が繋がり合
うことで、情報交換な
どの交流が始まる。

２、“子ども”“親子”の
支援をしている団体へ
のインタビュー調査・冊
子づくり

３、「地域で子どもの育
ちを支える」連続講座
を開催

４、「絆力を育む地域コ
ミュニティづくり」シンポ
ジウムの開催

4地域×3回＝12回 12回
×15名＝180人予定。

団体の情報を載せた冊子
を作ることで、各地の取り
組みを知り、繋がりのきっ
かけになる。A4サイズ48
ページの冊子を500部作
成予定。

目標参加者数：100人（イ

ンタビュー団体より１～２
名、行政関係部局、市民
など）

冊子により、各地の
取り組み・先行事例
を知り、多様なノウハ
ウ構築がされている
ことを知る。

インタビュー、冊
子づくり、講座開
催担当スタッフ1
名
事務局0.5名


